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芭蕉記念館 分館
芭蕉庵史跡展望庭園

芭蕉稲荷神社

新大橋バス停

高橋バス停

芭蕉
記念館

清澄一丁目バス停

『江戸名所図会』

分館・芭蕉庵史跡展望庭園

周辺案内

芭蕉記念館の本館から200メートル
ほど離れたところにあります。1階は会
議室、屋上が展望庭園です。
史跡展望庭園からは、隅田川と小
名木川を望むことができ、芭蕉像、芭
蕉庵を描いたプレートがあります。

会議のほか、朗読や交流会にご
利用いただけます。

大正6年（1917）9月の台風の
後、この辺りから「芭蕉遺愛の石
の蛙」（伝）が出土しました。

芭蕉の門人、
すぎやま さんぷう

杉山杉風の別
しょ

墅（別荘）。芭蕉は深川の芭蕉
庵を人に譲り、ここから『おくの
ほそ道』の旅に出発しました。
平成3年（1991）に芭蕉像が
作られ、周辺が整備されました。
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芭蕉稲荷神社 （江東区常盤1－3）

さい と 

採荼庵跡 （江東区深川1－9付近、海辺橋南詰）

〒135-0006　東京都江東区常盤1-6-3
TEL 03-3631-1448　FAX 03-3634-0986
https://www.kcf.or.jp/basho/

東京都江東区常盤1-1-3 （本館から徒歩3分）
分館

地 下 鉄 都営新宿線・都営大江戸線
 「森下」駅、A1出口 （徒歩7分）
バ　　ス 『錦11』 新大橋下車 （徒歩3分）
 『門33』 高橋下車 （徒歩5分）
 『秋26』 清澄一丁目下車 （徒歩8分）
開館時間 午前9時30分～午後5時 （入館は4時30分まで） 
休 館 日 第2・4月曜日 （但し祝日の場合は翌日）
 年末年始
 設備点検・展示替の際は、臨時休館

江東区芭蕉記念館
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分館会議室
（有料貸出施設）

定員30人、57㎡

開園時間　午前9時15分～午後4時30分（入園無料）

◆観覧料

＊展示室は、観覧券を購入のうえご見学ください。（当日のみ有効）
＊教師が引率する、江東区の小中学校の児童生徒については展示室の観覧料を免除すること
ができますので、事前にお申し出ください。
＊図書室は、芭蕉・俳文学等に関する図書の閲覧ができます。

施設名
展示室

観覧料個人
大人200円　小・中学生50円 大人150円　小・中学生30円

観覧料団体（20名以上）

観覧料納入者
（事務所にお申し出ください）図書室



松尾芭蕉と江東区 常設展示室1

常設展示室1

図書室2

図書室2
研修室4

研修室4

2階展示室3

2階展示室3

１． 芭蕉は何をした人？
２． 芭蕉の生涯と生きた時代
３． 芭蕉はどんな顔だったの？
４． 芭蕉と深川
 （１）深川芭蕉庵
 （２）深川での俳諧活動
 （３）深川と作品

５． 『おくのほそ道』の
 旅立ちの地・深川
６． 旅とネットワーク
７． 江東区内の句碑・史跡
 など

江東区は、日本の文学史上偉大な業績を残した
 まつ  お　ば しょう

松尾芭蕉ゆかり
の地です。
芭蕉は、延宝8年（1680）、江戸

日本橋から深川の草庵に移り住
みました。そして、この庵を拠点に
新しい俳諧活動を展開し、多くの
名句や『おくのほそ道』などの紀
行文を残しています。この草庵
は、門人から贈られたバショウの
株が生い茂ったことから芭蕉庵と
呼ばれました。芭蕉没後は武家
屋敷内に取り込まれて保存され
ましたが、幕末から明治にかけて
消失しました。

真鍋儀十翁と芭蕉記念館
  ま  なべ  ぎ  じゅう
真鍋儀十翁は、『おくのほそ道』の旅で芭蕉に随行した

か  わい  そ   ら

河合曽良
終焉の地、長崎県壱岐島に生まれました。

  え ばら  たいぞう

　原退蔵（国文学者）、
たかはま  きょ  し 

高浜虚子を師とし、ホトトギス同人となります。
江東区には約60年在住し、

芭蕉記念館の開館に際して
は、芭蕉や俳文学に関する
資料1200点余りを寄贈されま
した。

大正6年（1917）9月の台風
の後、江東区常盤一丁目から
「芭蕉遺愛の石の蛙」（伝）が
出土し、同10年に東京府は、
この地を「芭蕉翁古池の跡」
と指定しました。

松尾芭蕉について、パネルなどにより、わかりやすく展示しています。

江東区はこのゆかりの地に、松尾芭蕉の業績を顕彰するため、
昭和56年（1981）4月19日に芭蕉記念館（常盤1-6-3）、平成7年
（1995）4月6日に同分館（常盤1-1-3）を開館しました。
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句碑「草の戸も～」
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俳文学関係の図書や俳誌などが
あります。

企画展や特別展を開催しています。

窓からは隅田川を望むことができ
ます。落ち着いた雰囲気で、句会や
会議などにご利用いただけます。

（和室）定員50人 42畳

会議室5 定員50人 117㎡

庭園6

庭園6

窓からは庭の木々を望め、会議、
講習会などにご利用いただけます。

池を配した小さな日本庭園です。
芭蕉の句に詠まれた草木を植
え、四季折々の草花が鑑賞でき
ます。築山の上には芭蕉庵を模
した芭蕉堂があります。
また、芭蕉句碑3基があります。

●草の戸も住み替る代ぞひなの家
●ふる池や蛙飛こむ水の音
●川上とこの川下や月の友

句碑

展示コーナー

「句空宛芭蕉書簡 元禄4年（1691）正月3日付」

「石の蛙」

「記念館のバショウ」

句碑「ふる池や～」
句碑「川上と～」

会議室5

（有料貸出施設）

（有料貸出施設）

（閉架式）


